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事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 ■



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 61.5 ha

令和 6 年度　～ 令和 9 年度 令和 6 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

一体型滞在快適性等向上事業及びまちなかウォーカブル推進事業の計画
滞在快適性等向上区域の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／年
R5年度

（目標値）
R9年度

％ R1年度 R9年度歩行者空間の満足度 歩行者空間に満足している人の割合
広くて段差のない歩行者空間の整備により、利用者の満足度が向
上する。

26.7% 27.0%

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

Fビレッジ来場者数 Fビレッジ来場者数（非試合日）
歩行者の散策回遊性を確保することにより、Fビレッジの来場者数
の増加が見込まれる。

100万人／年 120万人／年

大目標：施設利用者にとって居心地がよく歩きたくなる空間
　　目標１：官民連携により(仮称)JRFビレッジ駅を拠点とした歩行者空間の散策回遊性の確保及び快適性の向上
　　目標２：（仮称）JRFビレッジ駅を中心として、広くて段差のない歩道など、誰もが利用しやすい、安全で快適な歩行者空間の整備

　本市は、札幌市と新千歳空港の中間に位置し、国道36号や国道274号を中心とした広域幹線道路網、道央自動車道、ＪＲ千歳線などの交通網が充実した高い利便性を有しており、宅地開発や工業団地の造成、都市基盤の整備が着実に進められてきた。
　これまでは、急速な都市化の進展に伴い、計画的に市街地の整備を進めてきたが、今日では人口減少に対応した持続可能なまちづくりの推進に向け、都市機能や居住機能の集積、未利用市有地の有効活用等により、既存の都市基盤を生かしたコンパクトな市街地
形成を図る必要があった。また、平成31年4月に「北広島市立地適正化計画」を公表し、5つの地区に対して拠点地区等の設定を行い、人口減少に対応するコンパクト・プラス・ネットワークの都市構造への再編により、持続可能な都市経営の実現を目指している。
　その中で本地区は、昭和45年に運動公園として位置づけたが、優先的に市内公共施設の整備を進める等の理由から、平成5年6月の都市計画決定後から運動公園の整備は約20年間未着手となっていた。平成27年10月に官民連携による総合運動公園整備の調査
検討を開始し、平成28年6月に北広島市長が北海道日本ハムファイターズの新球場誘致を発表し、球団事務所に申し入れを行った。その後、平成30年10月31日に新球場建設が正式に決定、令和3年4月30日に都市計画公園の名称を「きたひろしま総合運動公園」か
ら「北海道ボールパークＦビレッジ」へ変更、令和5年3月14日にプロ野球「北海道日本ハムファイターズ」の新球場（名称：ES CON FIELD HOKKAIDO）を核とした都市公園である北海道ボールパークFビレッジの供用が開始された。
　本地区において、令和元年度北広島市ボールパーク地区(第1期)において、コミュニティ空間の創出やインフラの整備、滞在快適性等向上区域を設定し、良好な景観形成を図っている。

・(仮称)JRFビレッジ駅からＦビレッジへの来場者が車両等と交錯すると渋滞や事故発生の要因となるため、自動車と歩行者を分離し、円滑に移動するための歩行空間の整備が必要となる。
・歩行者の増加が見込まれるため、歩行者空間において、地域の賑わいを創出し、歩いて楽しめる周遊環境の形成が必要となる。
・Fビレッジへの来場者等の滞在及び交流の促進を図るため、滞在快適性向上区域を設定し、良好な景観を形成する必要がある。

①北広島市総合計画(第6次)(令和2年度)
　・基本構想：ボールパーク構想と連携したまちづくりの推進
　　ボールパーク及びその周辺の魅力あるまちづくりを進めるため、民間事業者等の誘導や北海道らしい景観づくりの推進を図るとともに、JR新駅の整備に向けた取組を進めるとしている。
②北広島市都市計画マスタープラン(第2次)（2021-2030）（令和2年度）
　・都市づくりの目標：ボールパーク構想の推進による魅力あるまちづくりを進める
　　ボールパークのある地区として、様々な人が自然や文化、スポーツ・レクリエーションなどの活動を通して、活発に交流するため、商業・業務・交通機能を強化し、世界中から訪れる多くの人を受け入れることにより、にぎわいを高め、それに対応する広域交流拠点の
形成を図るとしている。
　　ボールパークは、北海道らしい景観づくりに配慮しながら民間事業者との連携により、ＪＲ新駅の建設をはじめ、交流地としての機能の誘導を図るとしている。
③北広島市立地適正化計画(令和5年度改訂)
　・基本コンセプト：中心的な地区へ住居・都市機能を先導的に誘導し、まちの再生をけん引する
　　北広島団地地区とＦビレッジ周辺へ居住や都市機能を重点的に誘導することで、 新しい人の流れをつく り、北広島団地地区とＦビレッジ周辺が再びまちの発展をけん引する地区として成長することを目指すとしている。

(仮称)JRFビレッジ駅整備予定地を含めたＦビレッジを滞在快適性等向上区域に設定する。

滞在快適性等向上区域での取組
・(仮称)JRFビレッジ駅での通勤・通学やＦビレッジに向けて安全な歩行空間の確保を図る。
・官民連携により魅力的な滞在空間を創出する。
・良好な景観形成を図る。

都道府県名 北海道 北広島市
き た ひ ろ し ま し

Ｆビレッジ地区
ち く

計画期間 交付期間 9



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他
【ボールパーク構想の概要】
・ボールパーク構想とは、官民連携プロジェクトとして、新球場を核としたボールパークを整備することで、まちづくりの様々な分野に波及効果を生み出し、持続可能な都市経営と地域課題の解決を図る構想である。第6次北広島市総合計画において、ボール
パーク構想と連携した新たな価値の創造を基本構想の一つに掲げており、本エリアは本市のまちづくりにおいて、重要な役割を担うエリアである。

【北海道ボールパークFビレッジ周辺の取組・整備状況】
・平成27年10月　官民連携による総合運動公園の調査検討を開始
・平成28年6月　北海道日本ハムファイターズの新球場誘致を表明し、球団事務所に申し入れを行う。
・平成30年1月　北海道日本ハムファイターズと学校教育の連携(体育授業・キャリア教育事業など)や両者の発展に寄与する取組などについて、パートナー協定を締結
・平成30年3月26日　新球場建設候補地が「きたひろしま総合運動公園予定地」に決定
・平成30年10月31日　きたひろしま総合運動公園予定地での新球場(ボールパーク)建設が正式決定
・平成30年11月5日　株式会社北海道日本ハムファイターズ、株式会社北海道ボールパーク、北海道及び北広島市との連携と協力に関する協定を締結
・令和元年12月　ウォーカブル推進都市として、国土交通省のホームページにて公表
・令和2年4月　新球場(ES CON FIELD HOKKAIDO)起工
・令和3年3月　きたひろしま総合運動公園17.3haを含む、39.4ｈaを市街化区域(商業区域)へ編入
・令和5年1月　ES CON FIELD HOKKAIDO竣工
・令和5年3月　北海道ボールパークFビレッジ周辺における民間事業者による修景池周辺整備。ボールパーク周辺の道路整備等のインフラ整備完了、供用開始

方針に合致する主要な事業

【官民連携により(仮称)JRFビレッジ駅を拠点とした歩行者空間の散策回遊性の確保及び快適性の向上】
　・(仮称)JRFビレッジ駅及び商業施設等との官民連携による一体的な歩行空間の整備及び居心地よく歩きたくなる空間の創出
　・修景池や都市公園等の滞留空間などFビレッジとの連携による魅力ある都市空間の創出及び歩行者の快適性の向上

【基幹事業】　(地域生活基盤施設)　立体遊歩道
【基幹事業】　(地域生活基盤施設)　ペデストリアンデッキ
【関連事業】　北広島市Fビレッジ地区都市・地域交通戦略推進事業
【関連事業】　北海道ボールパークFビレッジ整備事業
【関連事業】　(仮称)JRFビレッジ駅周辺商業施設等開発計画

【（仮称）JRFビレッジ駅を中心として、広くて段差のない歩道など、誰もが利用しやすい、安全で快適な歩行者空間の整備】
　・試合観戦者やインバウンドなどの受入環境及び安全な歩行空間の整備

【基幹事業】　(高質空間形成施設)　照明施設、エレベーター
【関連事業】　北広島市Fビレッジ地区都市・地域交通戦略推進事業
【関連事業】　北海道ボールパークFビレッジ整備事業
【関連事業】　(仮称)JRFビレッジ駅周辺商業施設等開発計画



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（まちなかウォーカブル推進事業） 様式（１）-④-４

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 －

公園

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 人工地盤等 北広島市 直 421m2 R6 R9 R6 R9 404 404 404 0 404 －

人工地盤等 北広島市 直 1,439m2 R6 R9 R6 R9 1,236 1,236 1,236 0 1,236

高質空間形成施設 緑化施設等 北広島市 直 5基 R6 R9 R6 R9 10 10 10 0 10 －

歩行支援施設 北広島市 直 1基 R6 R9 R6 R9 100 100 100 0 100 －

土地区画整理事業

市街地再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

街なみ環境整備事業

エリア価値向上整備事業

滞在環境整備事業

計画策定支援事業

合計 1,750 1,750 1,750 0 1,750 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 1,750

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
北広島市 国土交通省 鉄道施設 〇 R6 R9 6,516

北広島市 国土交通省 1,611m2 〇 R6 R9 96

北広島市 国土交通省 48m 〇 R6 R9 1,030

民間 - 29.1ha ○ R6 R15 -

民間 - 3.1ha ○ R6 R9 -

合計 7,642

自由通路

交付対象事業費 1,750 交付限度額 875 国費率 0.5

エレベーター

既存建造物活用事業

事業

ペデストリアンデッキ

交付期間内事業期間
細項目

立体遊歩道

事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

照明施設

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目
事業箇所名

地域創造
支援事業

事業主体 直／間事業

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

北広島市Fビレッジ地区都市交通戦略推進事業 (仮称)JRFビレッジ駅鉄道施設

(仮称)JRFビレッジ駅前広場

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

北海道ボールパークFビレッジ整備事業 Fビレッジ地区内

(仮称)JRFビレッジ駅周辺開発計画 滞在快適性等向上区域内



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

Ｆビレッジ地区（北海道北広島市） 面積 61.5(42.1) ha 区域 北広島市Fビレッジ及び北広島市共栄町3丁目、北広島市共栄の一部

北広島市
Ｆビレッジ地区

61.5 ha

0 500100 1000m

国道274号

滞在快適性等向上区域
42.1 ha

Ｎ

国 道

鉄 道

凡　　例

都市再生 整備 計画 区域

滞在快適 性等 向上 区域

公 官 庁

都 市 機 能 誘 導 区 域

居 住 誘 導 区 域

北広島市Ｆビレッジ地区 縮尺 1/25,000

JR北広島駅

市役所

芸術文化ホール



様式（１）-⑦-４

Fビレッジ来場者数 (人／年) 100万人／年  (R5年度（目標値）) → 120万人／年 (R9年度)

歩行者空間の満足度 (％) 26.7% (R1年度) → 27.0% (R9年度)

Ｆビレッジ地区（北海道北広島市）　整備方針概要図（まちなかウォーカブル推進事業）

目標

大目標：施設利用者にとって居心地がよく歩きたくなる空間
　　目標１：官民連携により(仮称)JRFビレッジ駅を拠点とした歩行者空間の散策
回遊性の確保及び快適性の向上
　　目標２：（仮称）JRFビレッジ駅を中心として、広くて段差のない歩道など、誰
もが利用しやすい、安全で快適な歩行者空間の整備

代表的
な指標

Ｎ

500m0

北広島市
Ｆビレッジ地区

61.5 ha

滞在快適性等向上区域
42.1 ha

凡 例

:  ■ 基幹事業

: □ 提案事業

: ○ 関連事業

滞在快適 性等 向上 区域

公 官 庁

都 市 機 能 誘 導 区 域

居 住 誘 導 区 域

鉄 道

凡　　例

都市再生 整備 計画 区域

JR北広島駅

〇関連事業

(仮称)JRFビレッジ駅周辺開発計画

市役所

芸術文化ホール

■基幹事業(地域生活基盤施設)

人工地盤等 立体遊歩道

〇関連事業(都市・地域交通戦略推進事業)

(仮称)JRFビレッジ駅鉄道施設

(仮称)JRFビレッジ駅前広場

〇関連事業

北海道ボールパークFビレッジ整備事業

〇関連事業(都市・地域交通戦略推進事業)
自由通路

■基幹事業(高質空間形成施設)

緑化施設等 照明施設

歩行者支援施設 エレベーター

■基幹事業(地域生活基盤施設)

人工地盤等 ペデストリアンデッキ


